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議　　　長

委員長
田中　幹啓

副委員長
三輪　英男

及び  議会運営委員決まる
正･副議長、各常任委員正･副議長、各常任委員議会選出役職一覧表

及び  議会運営委員決まる

副議長　上原　二郎議長　川上　富夫

常任委員会委員構成

総
務
経
済

⑴総務課・財務・産業経済・土木及び環境整備に関する事務の調査及び議案、
　請願、陳情等の審査を掌る。

教
育
民
生

⑴教育社会及び福祉保健に関する事務の調査並びに議案、請願、陳情
　等の審査を掌る。

議会運営委員

議会運営委員

委員長
越峠惠美子

副委員長
三好　晋也

森田　　智
議会運営委員

代表監査委員の砂原和省さんと共に今後、活躍を期待します。

議員のうちから監査委員に長岡邦一議員が選任された。

（２）平成27年７月24日発行平成27年７月24日発行（３）

上原　二郎 竹茂　幹根

川端　雄勇
議会運営委員長

長岡　邦一
議会運営副委員長

川上　富夫

教育民生常任委員会

総務経済常任委員会

議会運営委員会

役　職　名 議　員　氏　名

副　議　長

　川上　富夫

　上原　二郎

　川上　富夫

　川上　富夫　　　川端　雄勇

　長岡　邦一

◎森田　　智　　○三輪　英男　　全　員

◎川端　雄勇　　○三好　晋也　　全　員

◎上原　二郎　　○越峠惠美子　　全　員

　森田　　智　　　越峠惠美子

　田中　幹啓　　　長岡　邦一　　上原　二郎

　越峠惠美子　　　長岡　邦一　　三好　晋也

　越峠惠美子　　　上原　二郎　　三好　晋也

　越峠惠美子　　　三輪　英男　　三好　晋也

　越峠惠美子　　　田中　幹啓　　川端　雄勇

　越峠惠美子　　　三好　晋也

　越峠惠美子　　　三好　晋也

　三好　晋也

　越峠惠美子　　　三輪　英男　　　三好　晋也

　竹茂　幹根　　　三好　晋也

　川端　雄勇　　　長岡　邦一

　上原　二郎

　川上　富夫

◎田中　幹啓　　○三輪　英男
　森田　　智　　　上原　二郎　　竹茂　幹根

◎越峠惠美子　　○三好　晋也
　川端　雄勇　　　長岡　邦一　　川上　富夫

◎上原　二郎　　○三好　晋也
　川端　雄勇　　　川上　富夫　　三輪　英男

　川端　雄勇　　　三輪　英男
　竹茂　幹根　　　三好　晋也

◎川端　雄勇　　○長岡　邦一
　森田　　智　　　田中　幹啓　　越峠惠美子

　森田　　智　　　田中　幹啓　　越峠惠美子

　越峠惠美子

西部広域行政管理組合議会議員

後期高齢者医療広域連合議会議員

日野病院組合議会議員

監査委員

庁舎等調査特別委員会

企業誘致調査特別委員会

議会改革調査特別委員会

奥大山農業公社役員

表彰審議会委員

国民健康保険運営協議会委員

明徳学園理事

民生委員推薦会委員

江府町青少年有害図書審議会委員

青少年育成江府町民会議

公民館運営審議会委員

索道事業運営委員会

奥大山地区観光施設審議委員会委員

社会教育委員会委員

集会所運営審議会委員

市民農園運営審議会委員

日野町江府町日南町衛生施設組合
議会議員

江府町介護保険及び地域包括支援
センター運営協議会委員

　越峠惠美子　　　田中　幹啓江府町部落差別撤廃とあらゆる差別
をなくする審議会委員

議会広報調査特別委員会

消防委員会委員

◎委員長　　○副委員長



主
な
条
例
改
正

主
な
補
正
内
容

主
な
条
例
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　平
成
27
年
度
の
税
率
を
医

療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
は
据
え
置
き
、
介
護
給
付

一　般　会　計

2,054万円増額
（総額32億2055万円）

補　正　額

6月定例会

　平
成
27
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
に
召
集

さ
れ
16
日
ま
で
の
７
日
間
と
定
め
て
開
か
れ
た
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
改
正
が
５

件
、
補
正
予
算
が
８
件
、
そ
の
他
２
件
の
15
議
案

が
上
程
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

（４）平成27年７月24日発行

金
の
内
、
資
産
割
を
８
．

８
％
か
ら
９
％
・
均
等
割

り
１
人
当
た
り
７
６
０
０

円
か
ら
８
０
０
０
円
に
世

帯
割
を
４
６
０
０
円
か
ら

５
０
０
０
円
に
す
る
も
の
。

寄
付
金

　ふ
る
さ
と
応
援
基
金
寄

付
金　

　
　
　４
０
０
万
円
増

地
域
お
こ
し
支
援
事
業
費

　笠
良
フ
ァ
ー
ム
の
管
理

運
営
を
行
う
協
力
隊
員
１

名
募
集
。

　
　
　
　
　２
９
９
万
円

市
民
農
園
施
設
管
理
事
業
費

　笠
良
フ
ァ
ー
ム
の
屋
根

修
理
お
よ
び
燃
料
費
等

　
　
　
　
　１
９
５
万
円

　６
月
24
日
臨
時
議
会
が

招
集
さ
れ
条
例
改
正
２
議

案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。

・
課
室
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　奥
大
山
ス
キ
ー
場
雪
崩

事
故
の
大
方
の
対
応
が
終

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
奥
大

山
ス
キ
ー
場
管
理
課
を
廃

止
し
、
ま
た
農
林
課
を
農

林
産
業
課
・
企
画
財
政
課

を
企
画
情
報
課
と
し
、
住

民
窓
口
を
１
ヶ
所
に
す
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
分

掌
を
整
理
し
た
。

歳

　入

歳

　出

６
月
臨
時
議
会

笠良原ファーム

改正前 改正後項　　目

基礎賦課額

差額

介護納付金賦課額

後期高齢者支援金
等賦課額

16万円

51万円

14万円

17万円

52万円

16万円

1万円増

1万円増

2万円増

・保険税の賦課限度額の改正

・中間所得層に配慮した軽減措置に改正



質
問

　平
成
27
年
度
か
ら
教

育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
た
新
教
育
長
の
設
置
、

総
合
教
育
会
議
の
設
置
、
町

長
が
直
接
教
育
長
を
任
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　小
学
校
、
中
学
校
の
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
道
徳
教

育
は
、
自
分
自
身
に
関
す
る

こ
と
、
他
の
人
・
自
然
や
崇

高
な
も
の
・
集
団
や
社
会
と

の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

な
ど
が
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
内
容
を
見
る
限
り
、
江

府
小
学
校
、
江
府
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
対
し
十
分
な
道

徳
教
育
が
で
き
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
高
校
、
大
学
、

社
会
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、

そ
れ
が
な
か
な
か
実
践
さ
れ

な
く
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り

道
徳
教
育
が
学
校
の
中
だ
け

で
終
わ
り
、
し
っ
か
り
身
に

つ
い
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
し
っ
か
り
身
に
つ
く
道

徳
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に

は
何
を
ど
う
教
え
る
べ
き
か
、

町
長
、
教
育
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長
答
弁

　教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
本
年
度
か
ら
新
し
い
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本

町
の
場
合
７
月
に
総
合
教
育

会
議
を
開
き
、
意
見
の
あ
っ

た
内
容
等
も
含
め
し
っ
か
り

と
議
論
を
し
計
画
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長
答
弁

　道
徳
教
育
の
面
か
ら
子
供

た
ち
の
現
状
を
見
た
と
き
、

社
会
全
体
や
家
庭
や
地
域
の

変
化
、
そ
れ
に
教
育
力
の
低

下
な
ど
か
ら
自
制
心
や
規
範

意
識
の
希
薄
化
、
生
命
尊
重

の
希
薄
化
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
未
確
立
、
人
間
関
係
形

成
努
力
の
弱
体
化
な
ど
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育

は
、
子
供
た
ち
に
道
徳
性
を

養
う
た
め
に
、
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
指
導
や
体
験
を
通

し
て
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　ま
た
学
校
だ
け
で
な
く
、

子
供
た
ち
が
生
活
し
て
い
る

家
庭
、
地
域
と
も
連
携
し
て

人
間
と
し
て
よ
り
よ
い
あ
り

方
、
生
き
方
が
身
に
つ
く
よ

う
道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

答
実
践
力
を

　育
成
す
る

身
に
つ
く

　道
徳
教
育
は

問

江府小学校授業風景

三好　晋也

町政ここを問う一般質問

一般質問は３人の議員が行い、町長の方針をただした

教
育
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

平成27年７月24日発行（５）



質
問

　現
在
、
町
総
合
戦
略

策
定
会
議
の
作
業
部
会
が
進

行
中
だ
が
現
時
点
で
の
町
長

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て

の
軸
足
は
。

　ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
で
考
え
て
お
ら
れ
る
か

伺
う
。

町
長
答
弁

　町
総
合
戦
略
の
か
な
め
は
、

人
口
減
少
ス
ト
ッ
プ
、
つ
ま

り
持
続
可
能
な
町
、
消
滅
自

治
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
、
だ
か
ら
人
口
を
増
や
せ

と
、
そ
の
施
策
を
考
え
な
さ

い
と
い
う
の
が
基
本
で
す
。

　た
だ
、
江
府
町
の
実
情
を

み
れ
ば
高
齢
化
率
は
大
変
高

く
な
か
な
か
人
口
を
増
や
す

事
は
至
難
の
業
で
す
。
し
か

し
急
激
な
減
少
は
食
い
止
め
、

地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

　江
府
町
に
は
日
野
総

合
事
務
所
の
担
当
者
が
江
府

町
担
当
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と

し
て
配
置
し
て
あ
る
。
地
方

創
生
人
材
支
援
制
度
の
適
用

も
検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　江
府
町
担
当
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
は
大
変
良
く
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
国

に
直
接
そ
の
担
当
者
、
鳥
取

県
担
当
に
訪
ね
れ
ば
十
分
と

思
い
ま
す
。

　そ
の
他
外
部
の
有
識
者
会

議
も
準
備
し
て
お
り
、
専
門

的
な
知
識
は
必
要
な
時
に
必

要
な
方
に
要
請
し
、
意
見
を

伺
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
え
て
公

募
に
た
い
し
て
は
応
募
せ
ず

自
分
た
ち
で
計
画
を
作
る
べ

き
と
判
断
し
ま
し
た
。

質
問

　先
般
、
実
施
さ
れ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
宅
地

分
譲
の
候
補
地
と
し
て
従
来

か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
、
旧

江
府
中
学
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
記
述
が
あ
っ
た
が
旧
明

倫
小
学
校
の
校
庭
部
分
に
つ

い
て
は
記
述
が
な
か
っ
た
。

跡
地
利
用
の
変
更
を
検
討
さ

れ
た
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　従
前
か
ら
申
し
上
げ
て
い

る
と
お
り
宅
地
分
譲
と
い
う

話
も
し
、
構
想
も
話
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
旧
明
倫
校
区

の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
協
議

は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
も
申
し
上
げ
て
い

ま
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
限
定
的
に
書
け
な
か
っ

た
が
変
更
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

三輪　英男

答
人
口
減
少
の

ス
ト
ッ
プ

ど
こ
に
軸
足

を
置
い
て
い

る
か

問

江府町まち・ひと・しごと
総合戦略について

答
自
分
た
ち
で
作

る
べ
き
と
判
断

地
方
創
生
人

材
支
援
制
度

に
つ
い
て

問

答
地
元
と
し
っ
か

り
協
議
す
る

宅
地
分
譲
に

つ
い
て

問

（６）

旧江府中学校跡地

平成27年７月24日発行



竹茂　幹根

質
問

　個
人
的
に
小
学
校
の

放
課
後
の
時
間
帯
に
テ
ニ
ス

の
基
礎
を
教
え
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
放
課
後
の
学
校
敷

地
内
の
こ
の
よ
う
な
指
導
は

ク
ラ
ブ
活
動
と
か
、
あ
る
い

は
生
活
指
導
と
か
学
習
指
導

等
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

な
の
か
伺
う
。
又
、
体
育
館

の
利
用
料
の
請
求
に
つ
い
て

そ
の
根
拠
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
は
、

学
校
の
教
育
活
動
に
は
入
ら

な
い
の
で
、
全
く
別
の
団
体

で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も

学
校
の
管
理
下
と
い
う
場
合

に
は
、
学
校
が
教
育
課
程
あ

る
い
は
計
画
に
基
づ
く
授
業

を
し
た
と
か
、
課
外
活
動
を

し
た
と
か
、
休
憩
時
間
で
あ

る
と
か
、
登
校
か
ら
下
校
ま

で
の
通
常
の
経
路
の
通
学
な

ど
は
学
校
の
管
理
下
と
な
り

ま
す
。
学
校
以
外
の
団
体
が

実
施
す
る
活
動
に
幾
ら
子
供

が
参
加
し
て
い
て
も
、
学
校

の
管
理
下
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　使
用
料
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
を
使
用
す
る
場
合
に

は
三
つ
の
条
例
が
あ
り
社
会

教
育
関
係
団
体
で
あ
っ
て
、

し
か
も
放
課
後
の
子
供
た
ち

の
た
め
の
利
用
で
あ
る
た
め
、

使
用
料
は
減
免
率
10
分
の
10

で
あ
り
、
使
用
料
と
し
て
は

も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

電
灯
料
に
つ
い
て
は
、
他
の

社
会
教
育
関
係
団
体
と
同
じ

く
、
江
府
小
学
校
の
体
育
館

答
減
免
と

な
っ
て
い
る

体
育
館
の

　
　使
用
料
は

問

児童の放課後の対応は

平成27年７月24日発行（７）

は
、
１
時
間
１
２
０
円
を
基

本
額
と
し
て
徴
収
し
て
い
ま

す
。

江府小学校下校風景



江府町議会議長提出案件処理報告

調　査　報　告　書

江府町議会議員政治倫理に関する調査請求

（８）平成27年７月24日発行

１．平成27年２月26日江府町議会議員政治倫理に関する調査請求が連名で提出されたが、書類不備のため返却。

　　平成27年４月９日再提出受理

２．提出者氏名：竹茂幹根・安田利憲・仲田睦生・加藤周二

３．疑義があると認められた者

　　①江府町議会議員　田中幹啓

　　②江府町議会改革調査特別委員会委員長　上原二郎

４．疑義の内容

　　①田中議員の平成26年4月24日議会改革調査特別委員会での、発言に対して再調査請求。

　　②上原議員が前回倫理委員会の審理で田中議員の言動を有利に導く画策を行ったという疑いがあるため。

５．提出された調査請求に対して、平成27年5月28日江府町議会政治倫理審査会に調査を付託した。

６．調査報告書

７．議会対応

　　江府町議会議員政治倫理審査会の報告書を江府町議会は真摯に受け止め、全員協議会で確認了承した。

　　今後このような議員同士の案件等については、倫理条例を改正し議会で処理することを明記し、対応すること

　を確認した。

１．調査結果

　平成27年５月28日議長から政治倫理審査会に調査請求のあった案件について平成27年６月８日江府町議

会議員政治倫理審査会を開催し調査した。

　調査の結果は田中議員が恫喝し（竹茂議員が）侮辱されたという件は前回の倫理審査会で審査し結果は報

告している。

　２件目上原二郎議員は、田中幹啓議員の発言に注意する義務を怠ったことと会議録に署名し倫理委員会の

審理で田中議員を有利に導くための画策を行った疑いがあると江府町議会議員の政治倫理に関する規則３条

の規定により調査請求されたが、提出資料と会議録音テープを精査した結果、上原委員長は注意義務を怠っ

ておらず、また倫理委員会で田中議員の言動を有利に導くための画策は認められないと審査委員会は判断し

た。よって江府町議会議員政治倫理条例第３条１項に該当しない。

江府町議会議長

　　川上富夫　様

平成27年６月29日

江府町議会議員政治倫理審査会

会長　佐々木　満

６月５日臨時議会に於いて役員改選が行われた。

◎議　長　中原　明（日野）　○副議長　荒木　博（日南)

◎総務常任委員長　森田　智（江府）　○副委員長：足羽　覚（日南)

◎監査委員　越峠惠美子（江府)

◇汚泥再処理センター建設請負について

　国の循環型社会形成推進交付金を受けて、先般５月13日に一般競争入札を実施し、総合評価落札方式による

公平かつ専門的知見に基づいた審査を行い、最も総合評価の高い日立造船㈱を落札者と決定した。

落札金額：16億1784万円　工期：平成29年11月まで

日野町江府町日南町衛生施設組合第２回臨時会



　本
年
度
の
全
国
町
村
議
会

議
長
・
副
議
長
研
修
会
が
５

月
26
・
27
日
に
東
京
・
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

　特
に
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
日
南
町
議
会
の
村
上
議

長
を
始
め
、
全
国
５
か
町
村

議
会
が
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
、
議
会
の
先
進

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
貴

重
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、鳥
取
県
下
の
町
村
議
長･

副
議
長
で
情
報
交
換
会
を
実

施
し
、
各
町
村
の
問
題
点
等

を
議
論
し
、
今
後
の
議
会
改

革
・
運
営
に
大
い
に
役
立
つ

こ
と
と
な
っ
た
。

件　　名 提出者 理　由 本会議

治安維持法犠牲者国家
賠償要求同盟
鳥取県本部
会長　保田睦美

継続審査
（全員一致）

治安維持法犠牲者国家賠償

法の制定を求める陳情

戦後70年になるが国の調査
が進んでいない。適切に判
断するため、調査に時間を
かけたく継続審査とする。

すでに国会に法案が提出さ
れたため。

国会で審議中であり学者等
から色々疑義が出ている。
審議の内容を精査する必要
があるため。

地方自治体は、子育て支援、
医療、介護などの社会保障、
環境対策など安心安全な町
づくりのためには、地方財
政の確立を目指す必要があ
るため。

憲法改悪反対鳥取県
共同センター
　代表　田中　　暁

不採択
（全員一致）

集団的自衛権関連法案を国

会に提出しないよう求める

陳情

陳情の審査結果

提出のあった陳情は、6月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました

憲法改悪反対鳥取県
共同センター
　代表　田中　　暁

継続審査
（全員一致）

集団的自衛権行使を具体化

する「安全保障関連法案」

に反対するよう求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長 本川博孝
江府町職員組合
執行委員長 原田浩司

採　択
（全員一致）

地方財政の充実・強化を求

める陳情

平成27年７月24日発行（９）

全国町村議会議長・副議長研修会
～これからの町村議会を考える～

　役
員
改
選
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
新
議
長
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　議

　長

　小
谷

　博
徳
（
日
野
町
議
長
）

　
　
　
　副
議
長

　中
原

　信
男
（
日
野
町
副
議
長
）

　
　運
営
委
員
会

　

　
　
　
　委
員
長

　佐
々
木

　求
（
日
野
町
議
会
議
員
）

日
野
病
院
組
合
議
会
臨
時
会

平
成
27
年
６
月
29
日



（10）

▼
田
植
え
も
終
わ
り
ほ
っ
と
一
息

付
き
、
日
に
日
に
大
き
く
育
つ
苗

が
、
大
山
を
バ
ッ
ク
に
鮮
や
か
な

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
と
な
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
草
刈
、
水
見
を

し
、
２
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に
黄

金
色
に
代
わ
り
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

▼
江
府
町
議
会
も
、
任
期
４
年
の

半
分
が
終
わ
り
、
折
り
返
し
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
其
々
議
員
の

役
割
も
決
ま
り
、
気
持
ち
も
新
た

に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
５
人
の
力
を
合
わ
せ
、
議
会
が

何
を
し
て
い
る
の
か
出
来
る
だ
け

わ
か
り
易
く
伝
え
、
住
民
の
皆
様

に
信
頼
し
て
頂
く
一
助
と
な
る
様

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
原

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長

　上
原

　二
郎

副
委
員
長

　三
好

　晋
也

委

　
　員

　川
端

　雄
勇

　
　
　
　
　三
輪

　英
男

　
　
　
　
　川
上

　富
夫

発行／鳥取県日野郡江府町議会　編集／議会広報調査特別委員会
〒689-4401　鳥取県日野郡江府町大字江尾475　TEL／0859－75－3307　FAX／0859－75－3411
ホームページURL : http://www.town-kofu.jp　　印刷／冨士印刷

　宿
昔
青
雲
志

　40
数
年
ぶ
り

に
帰
郷
し
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
の

皮
を
１
枚
１
枚
む
く
か
の
よ
う

に
記
憶
の
地
層
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
い
く
と
き
、
多
く
の
風
景
は

そ
の
明
瞭
さ
を
失
い
、
摩
滅
し

始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大

山
の
南
壁
と
日
野
川
の
流
れ
の

音
は
時
空
を
超
え
て
明
瞭
で
心

を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
て
35
年

に
な
り
ま
す
が
、
き
っ
か
け
の

一
つ
に
ク
ー
パ
ー
走(

テ
ス
ト)

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
で
こ
の
テ
ス
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
聞
き
な
れ

な
い
テ
ス
ト
で
す
が
「
12
分
間

に
あ
な
た
は
何
メ
ー
ト
ル
走
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」
と
い

う
の
が
こ
の
体
力
テ
ス
ト
の
内

容
で
す
。
私
は
サ
ッ
カ
ー
の
審

判
研
修
会
で
数
回
受
験
し
ま
し

た
が
ハ
ー
ド
な
も
の
で
す
。
高

校
生
で
80
分
間
の
試
合
時
間
中
、

中
盤
の
選
手
で
10
㎞
は
走
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
審
判
は
プ

レ
ー
に
近
い
と
こ
ろ
で
笛
を
吹

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
一
定
水
準
の
体
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　蹉
タ
白
髪
年

　さ
て
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
事
で
す
。

　私
が
走
る
町
内
の
コ
ー
ス
は

視
・
聴
・
触
・
嗅
の
す
べ
て
で
四

季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
春
は
花
」
の
と
お
り
白
黒

の
世
界
が
去
り
、
待
ち
焦
が
れ

た
心
と
き
め
く
中
を
走
り
ま
す
。

旧
明
倫
小
学
校
の
今
年
も
花
を

つ
け
た
老
桜
。
畦
刈
の
草
の
に

お
い
を
感
じ
な
が
ら
洲
河
崎
野

を
め
ぐ
る
。
視
界
は
時
間
と
と

も
に
茶
色
か
ら
淡
緑
・
濃
緑
と

移
り
ゆ
く
。
そ
し
て
秋
、
黄
金

色
に
染
ま
る
中
を
コ
ン
バ
イ
ン

が
動
き
、
刈
後
に
た
た
ず
む
人

々
を
見
る
。
遠
景
に
は
大
山
の

南
壁
。
『
落
穂
拾
い
』
に
匹
敵

す
る
光
景
で
す
。
晩
秋
に
な
る

と
一
旦
の
堰
堤
付
近
で
は
瓜
坊

が
先
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の
銀
杏
の
葉
が

散
り
始
め
た
遊
歩
道
で
は
パ
キ

パ
キ
と
銀
杏
の
実
を
ふ
み
砕
く

リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
す
。

　再
び
白
黒
の
世
界
。｢

冬
雪
さ

え
て
冷
し
か
り
け
り
」
新
雪
の

中
に
わ
が
足
跡
を
つ
け
る
。
自

分
が
道
を
つ
け
る
と
い
う
子
供

時
代
に
感
じ
た
と
て
も
高
揚
し

た
気
持
で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　私
は
こ
の
よ
う
な
故
郷
の
明

瞭
な
四
季
が
と
て
も
い
と
お
し

い
も
の
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
言井上　裕吉

四季礼讃

加持谷　智子

子どもたちとの日々

す
ず

　縁
あ
っ
て
町
内
の
図
書
館
で

働
い
て
い
ま
す
。
主
に
小
学
校

の
図
書
室
で
児
童
と
本
を
つ
な

ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
機
会

が
多
く
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
す
。

　日
々
の
出
来
事
に
始
ま
り
ピ

ア
ノ
や
手
芸
な
ど
趣
味
の
話
、

お
笑
い
の
話
や
怖
い
話
、
戦
国

時
代
の
話
、
ダ
ン
ス
に
手
話…

…
。
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し

て
く
れ
る
、
そ
う
い
う
場
面
で

は
、
子
ど
も
と
大
人
の
境
界
線

が
緩
む
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。

　あ
る
日
の
放
課
後
、
三
年
生

の
Ｈ
ち
ゃ
ん
が
友
だ
ち
と
宿
題

を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

誰
か
が
良
く
な
い
こ
と
を
言
っ

た
よ
う
で
、
そ
れ
に
対
し
て
彼

女
が
大
人
の
よ
う
な
口
調
で
た

め
息
ま
じ
り
に
言
い
ま
し
た
。

「
口
は
幸
い
の
も
と
だ
よ
」

…
…

間
違
っ
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
あ
る
意
味
正
し
い
。
確
か
に

口
は
幸
い
の
も
と
で
も
あ
る
の

で
す
。
災
い
の
も
と
だ
か
ら
と
、

言
っ
て
よ
い
こ
と
ま
で
口
を
つ

ぐ
ん
で
し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い

な
い
。
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
言
う
べ
き
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
私
に
と
っ
て
は
目

か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
一
言

で
し
た
。

　私
が
感
動
し
て
い
る
横
で
、

宿
題
の
終
わ
っ
た
二
年
生
の
Ｒ

ち
ゃ
ん
は
ク
ー
ル
に
「
ど
っ
こ

い
し
ょ
う
い
ち
」
と
呟
や
き
な

が
ら
重
た
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
い
、
西
日
の
差
す
中
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
す
ご

く
記
憶
に
残
る
時
間
で
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
と
て
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
ち
ば
ん
よ
く
感
じ
る
こ
と
は
、

彼
ら
が
一
生
懸
命
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　運
動
会
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

姿
と
か
水
泳
練
習
を
が
ん
ば
っ

て
い
る
姿
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、

自
分
が
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は

こ
ん
な
風
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

と
、
軽
い
負
い
目
や
嫉
妬
す
ら

覚
え
ま
す
。

　一
生
懸
命
な
の
は
児
童
だ
け

で
な
く
、
先
生
や
家
族
、
地
域

の
方
々
、
子
ど
も
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
人
た
ち
で
す
。
そ
の

姿
に
感
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
き
っ
と

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
し
て
、
ま
た
大
き
く
な
る

で
し
ょ
う
。
一
回
り
成
長
し
た

彼
、
彼
女
ら
が
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の

か
楽
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。


